
１ セキュリティ体制について

２ 医療体制等について

３ 多様な人々の参画について

４ デフリンピックスクエアの設置について

５ DEAF SPORTS HOUSE について

６ ユニバーサルコミュニケーション（ＵＣ）について

第２回 東京2025デフリンピックに係る大会準備実務者会議 議事次第

日時:令和７ 年 11月 5日 （水） 13: 00～
場所:東京都庁第一本庁舎 33階 特別会議室 N1



○ 特定エリアのIDチェックによるアクセスコントロール等で安全を確保

○ VVIP来場時には、警備員の増強など特別な警備体制へ移行
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【基本方針】

１ セキュリティ体制について
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２ 医療体制等について

○ 東京消防庁、東京都医師会、都立病院などと連携し、医療救護体制を構築
○ きこえない選手・関係者に配慮した医療サービスを提供

医療体制

 全競技会場に、医療従事者が常駐する救護所を設置し、応急処置や医療機関への搬送判断を実施
【救護所】

【大会協力医療機関】

 スムーズな救急搬送を実現するため、都立病院などの医療機関に協力を依頼

 開閉会式は、多くの選手団や観客が来場するため、都医師会の協力も得て、体制を強化するとともに
東京消防庁の現地本部も設置

【その他の取組】
 応急処置や医療機関の受診の際に、選手の状況を的確に把握できるよう

選手は「救急医療情報カード」をIDカードホルダーに携行
（既往歴、服用薬、アレルギーの有無などを記載）

 UDトーク、指差しカード、ポケトーク、筆談ボードなど各種ツールを活用



 大会時には、約3,500人がボランティアとして活動予定

 上記に加えて、筑波技術大学や協賛企業から大会サポートスタッフが活動に参加

 障害のあるなしなどに関わらず、多様な人が参画

4

３ 多様な人々の参画について

○ 障害のあるなしなどに関わらず、多様な人々が大会運営に参画することで共生社会の実現に寄与

＜日本手話言語研修資料より抜粋＞ 国際手話通訳に加え、選手や関係者を円滑にサポートするため、
ボランティアの中で国際手話スキルを有する方(約400人)を各会場に配置
→ 大会時を想定したロールプレイング形式の国際手話体験会を10月に実施

１ 多様な人々の参画

２ 大会に向けた準備状況

 大会時の円滑な活動に向けて、デフリンピックの特性を踏まえたオンライン研修を実施
＜主な研修内容＞
・ きこえる・きこえないなど多様な人々との協働への心構え
・ 国際手話、日本手話言語、UC機器による簡易なコミュニケーション など

 ボランティア文化の更なる定着に向け、大会後は、ボランティアレガシーネットワーク等を活用し、
終了後の継続的な活動につなげていく
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４ デフリンピックスクエアの設置について

大会運営本部や輸送ハブ、メディアセンター等の機能を有する大会運営拠点であるとともに、多くの人々がろう者の文化への理
解を深め、東京の魅力を体験できる取組などを展開する文化発信拠点として、デフリンピックスクエアを設置

■期 間
令和7年11月15日～26日（12日間）
大会開催に合わせて開設。IDカード発行
などの一部業務は大会に先行して実施

■期 間
令和7年11月15日～26日（12日間）
大会開催に合わせて開設。IDカード発行
などの一部業務は大会に先行して実施

1. 概 要

■対 象
選手等の大会関係者、都民等
大会関係者に加え、多くの都民が気軽に
参加できるプログラム等を実施

■対 象
選手等の大会関係者、都民等
大会関係者に加え、多くの都民が気軽に
参加できるプログラム等を実施

■会 場
国立オリンピック記念青少年総合センター
大会運営等に対応する施設を保有。様々
な場を一度に提供し、事業を効果的に展
開

■会 場
国立オリンピック記念青少年総合センター
大会運営等に対応する施設を保有。様々
な場を一度に提供し、事業を効果的に展
開

2. 設置する機能

①大会本部機能

デフスポーツやろう者の文化への理解を深めるコンテンツをは
じめ、ユニバーサルコミュニケーション技術や東京の芸術文化
に触れる機会など、多様な人々が一緒に楽しめる多彩なプログ
ラムのショーケーシングを行う

デフスポーツやろう者の文化への理解を深めるコンテンツをは
じめ、ユニバーサルコミュニケーション技術や東京の芸術文化
に触れる機会など、多様な人々が一緒に楽しめる多彩なプログ
ラムのショーケーシングを行う

②文化発信機能

デフリンピックスクエアを通じて、大会を成功させ、誰もが個性を活かし力を発揮できる共生社会の実現に繋げていく

大会運営本部や輸送のハブ、メディアセンター、練習会場等の
機能をもつ大会運営拠点として、デフアスリートが最高のパ
フォーマンスを発揮できるよう大会を運営する
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デフリンピックスクエア 全体マップ（案）
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主な機能・コンテンツ一覧（案）
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➣ デフスポーツの啓発
デフスポーツやデフアスリートの認知度向上を図ることを目的として、日本選手団、デフリンピック
やデフスポーツ等についてパネルや映像・写真の掲出、パンフレット配布等を行う

➣ ろう者の文化体験
ろう者の文化（芸術等）を鑑賞できる場を提供することで、ろう者の文化を伝える

➣ 交流機会の提供
来場者や各国の選手が交流できる交流スペースを設けることで、きこえないことや手話言語を
知り、共生社会について考える機会を創出する

▲2021ブラジルデフリンピック
スクエアの状況

○以下の方針をもとに、デフリンピックスクエア内に「DEAF SPORTS HOUSE（デフスポーツハウス）」を設置
○デフスポーツ・デフリンピックの啓発や、大会に向けた全国の気運醸成活動の取り組み紹介等を行うとともに、ろう者の文化に触れ、

きこえる人ときこえない・きこえにくい人とが交流できる機会を提供

■場所
センター棟３階 310研修室

■場所
センター棟３階 310研修室

５ DEAF SPORTS HOUSE について

実施概要

■日程
2025年11月15日～26日 計12日間
9:00～19:00（開閉会式の日のみ17:00まで）

■日程
2025年11月15日～26日 計12日間
9:00～19:00（開閉会式の日のみ17:00まで）

■対象者
一般来場者、選手、
大会関係者等

■対象者
一般来場者、選手、
大会関係者等

・全国キャラバン活動展示 ・デフリンピック100年の歴史パネル展示

・デフスポーツ応援漫画パネル展示 ・今大会メダルレプリカ展示

・デフスポーツ応援漫画動画再生

デフスポーツ・デフリンピックの啓発

■展示内容

・応援メッセージホードの設置

・椅子や机等、交流できるスペースの設置

・ろう者の文化のボード展示

（国内で活躍しているろう者の作品を紹介）

文化体験・交流
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○ これまで、各種競技会等、様々な機会で技術実証を行ってきた。大会本番では、UC技術を多様な場面で活用、
PRを通じ技術の社会実装につなげ、大会の確かなレガシーとしていく。

• 選手・関係者の円滑なコミュニケーションをサポート
• 最新技術で誰もが”音を見る” ”音を感じる”競技観戦

大会時の取組概要

• 民間施設とも連携し、ＵＣを東京の街に広げ、
きこえない・きこえにくい方をおもてなし

• 東京全体のアクセシビリティを向上

• 「sure talk」など最新技術を展示・ＰＲ
• 誰もが楽しみ交流できる魅力的なコンテンツを用意

競技解説等を
スマートグラスで見る

国内外の選手が、国際手話を多言語に
変換する「sure talk」で交流

誰もが楽しめる技術体験を通じ
東京の魅力をＰＲ

商業施設や選手宿泊ホテルで
ＵＣ技術を積極的に活用し会話

遅延等の駅でのアナウンスをスマホ
上で確認 18

サイネージを効果的に活用して
わかりやすく情報を提供

６ ユニバーサルコミュニケーション（ＵＣ）について



最新技術で誰もが”音を見る” ”音を感じる”競技観戦
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１ 競技会場の取組概要

○ デフ競技団体やきこえない当事者からヒアリングし、各種競技大会でＵＣ技術のテスト運用を実施
○ より先進的な技術活用が見込まれる競技では、誰もが競技を楽しめる新しい観戦スタイルを提示

テスト運営を踏まえた取組内容の具体化

 競技解説等を「スマートグラス」で体感

• 実況・タイム・選手情報を文字で見ながら競技観戦
• 会場案内、競技日程等の情報も取得可能

１コースの○○が少し
前へ出た。
－○○ in lane 1 has 
moved a little ahead

会場案内

水泳:東京アクアティクスセンターで実施

競技予定

スマートグラス

（スマートグラスの視界イメージ）

（駒沢オリンピック公園総合運動場陸上競技場での取組）
• リボンビジョン:会場アナウンスを日・英テキストで表示
• サイネージ:日本手話・国際手話通訳映像を表示

 競技音を振動で体感

• 投げ技などで発生する競技音を、装着し
たデバイスの振動で体感

「Hapbeat」

柔道:東京武道館で実施

• 競技や競技会場の特性に応じて、観客により情報が伝わりやすい
よう、サイネージなど導入機器や設置場所をブラッシュアップ

• 運営諸室等に仮設ビジョンを設置し、選手や大会関係者に必要
な情報を文字で分かりやすく表示

サイネージ
（日本手話）

リボンビジョン
（日本語字幕）

リボンビジョン
（英語字幕）

サイネージ
（国際手話）
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２ 「みるTech」概要（出展企業等）

 最新技術の体験を通じて、国内外のアスリートから実際の使用感などを収集、さらなるバージョンアップを図る

 「Edo Tokyo」の魅力を発信するスペシャルコンテンツも用意
「デフVR」（シー・エヌ・エス）

VRで、カフェでの注文など日常生活
におけるきこえない世界を体験

「AR （拡張現実）グラス」
（Signers）

相手の顔を見ながら遠隔地の
手話通訳映像を確認

盲ろう者との会話に使われる
「指点字」とテキストを変換

「盲ろう者向けデバイス」
（ハートウェアラボ）

国際手話、アメリカ手話を多言語テキストに
変換・表示できる改良版を初披露

「sure talk」（ソフトバンク）

誰でも簡単にアバターになり、自身が江戸の
街並みに登場、「Edo Tokyo」を体感

「AVATARIUM（アバタリウム）」
（pocket RD）

○ 選手の交流拠点となるデフリンピックスクエアでは、誰もが楽しみ交流できるデジタル技術のショーケーシング

「みるTech」を展開、 スタートアップ等25社程度が開発する、UC技術やVRなど多様なコンテンツを展示・ＰＲ

「HADO」（meleap）

拡張現実で忍者と対戦するARスポーツ



○ 都立施設への透明ディスプレイ設置、鉄道駅・区市町村への補助で、UC技術の社会への普及を促進
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【日比谷エリア（オリエンテーリング競技会場周辺）で】

 日比谷公園で、透明ディスプレイを活用、手話通訳付きガイドツアー・施設紹介動画放映を実施

 東京ミッドタウン日比谷に呼びかけ、27の飲食店等テナントが多言語翻訳タブレットを活用

【駅で】

 東京メトロが、駅のアナウンスをスマホで確認できる「みえるアナウンス」を全駅展開

 JR東日本が、会場最寄り駅で透明ディスプレイを活用

【選手宿泊ホテルで】

 全てのホテルが「デフフレンドリーホテル」として、多言語翻訳タブレットを活用

 ＵＣ技術の活用に意欲的な11ホテルと連携し、国際手話、アメリカ手話対応ができる「sure talk」を

フロントで活用・実証

みえるアナウンス（イメージ）

• 都立施設での透明ディスプレイ活用、機器導入補助を、大会後も各局主体で継続
• 都立公園や民間企業の取組も、選手のフィードバックを得て、改善しながら大会後も継続

⇒大会の確かなレガシーとして、東京の街にUCを浸透・普及させていく

○ あわせて、国内外から多くの選手・観客が集う大会の機会を捉え、都立・民間施設と連携、
UC技術等の活用を通じて、東京の更なるアクセシビリティ向上につなげるムーブメント

（オールウェルカムTOKYO～デフスペシャル～）を展開

３ 街なかでの取組（概要）

ホテルの実証（イメージ）

飲食店でのタブレットの活用
（イメージ）


